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新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
年
頭
の
ご
挨
拶

を
申
し
あ
げ
ま
す
。

昨
年
は
、
台
風
第
18
号
等
に
起
因
す
る

「
平
成
27
年
９
月
関
東
・
東
北
豪
雨
」
な

ど
、
異
常
な
降
雨
に
よ
る
甚
大
な
災
害
が

発
生
し
、
林
業
・
木
材
産
業
に
も
大
き
な

被
害
が
生
じ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々

及
び
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
関
東
森
林
管

理
局
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
治
山
事
業
及

び
森
林
整
備
事
業
の
迅
速
か
つ
計
画
的
な

推
進
に
よ
る
早
期
の
本
格
復
旧
に
努
め
、

安
全
な
国
土
づ
く
り
・
緑
の
国
土
強
靭
化

に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
を
め

ぐ
る
情
勢
に
目
を
向
け
ま
す
と
、
我
が
国

の
人
工
林
の
半
数
は
10
齢
級
（
46
年
生
）

以
上
と
な
り
、
森
林
蓄
積
は
49
億
㎥
に
達

す
る
な
ど
、
森
林
資
源
の
本
格
的
な
利
用

期
が
到
来
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、

国
産
材
の
供
給
量
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、

昨
年
９
月
に
公
表
さ
れ
た
平
成
26
年
の
木

材
自
給
率
は
31
・
２
％
と
26
年
ぶ
り
に
30

％
台
を
回
復
し
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て

森
林
資
源
の
年
間
成
長
量
は
木
材
需
要
量

を
大
き
く
上
回
っ
て
お
り
、
そ
の
有
効
活

用
を
図
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま

す
。
特
に
、
人
口
減
少
が
著
し
い
山
村
地

域
で
は
、
地
域
の
森
林
資
源
を
活
か
し
て

産
業
と
雇
用
を
生
み
出
し
、
地
方
創
生
を

図
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
林
野
庁
に
お
き
ま
し
て
は
、

林
業
の
成
長
産
業
化
の
実
現
に
向
け
、
Ｃ

Ｌ
Ｔ
（
直
交
集
成
板
）
、
耐
火
部
材
な
ど

新
た
な
製
品
・
技
術
の
開
発
・
普
及
に
よ

る
木
材
需
要
の
創
出
や
、
川
上
の
生
産
部

門
か
ら
川
下
の
需
要
部
門
ま
で
の
各
段
階

を
一
連
の
体
系
と
し
て
再
構
築
す
る
こ
と

に
よ
り
国
産
材
の
安
定
供
給
体
制
を
確
立

す
る
な
ど
豊
富
な
森
林
資
源
の
循
環
利
用

を
図
る
た
め
の
諸
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り

ま
す
。

ま
た
、
本
年
は
、
我
が
国
の
森
林
・
林

業
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
で
あ
る
「
森

林
・
林
業
基
本
計
画
」
の
５
年
ご
と
の
見

直
し
の
時
期
に
あ
た
っ
て
お
り
、
夏
頃
の

改
訂
に
向
け
、
現
行
計
画
の
検
証
や
今
後

の
施
策
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。関

東
森
林
管
理
局
に
お
き
ま
し
て
も
、

国
有
林
の
公
益
重
視
の
管
理
経
営
を
一
層

推
進
す
る
と
と
も
に
、
我
が
国
の
森
林
・

林
業
全
体
の
再
生
に
貢
献
す
る
た
め
、
国

有
林
と
民
有
林
と
の
連
携
を
強
め
、
国
産

材
の
安
定
供
給
に
向
け
た
シ
ス
テ
ム
販
売

の
効
果
的
な
活
用
、
森
林
吸
収
源
対
策
と

し
て
の
主
伐
・
再
造
林
に
よ
る
森
林
の
若

返
り
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
効
果
的
な

鳥
獣
被
害
対
策
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
林
業
の
成
長
産
業
化
を
実
現
し
、

持
続
可
能
な
森
林
経
営
を
確
保
し
て
い
く

た
め
に
は
、
林
業
の
「
低
コ
ス
ト
化
」
が

民
有
林
・
国
有
林
共
通
の
課
題
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
た
め
、
民
有
林
と
の
森
林
共
同

施
業
団
地
の
設
定
に
よ
る
施
業
集
約
化
の

取
組
、
伐
採
・
造
林
の
一
貫
作
業
シ
ス
テ

ム
や
コ
ン
テ
ナ
苗
の
活
用
と
い
っ
た
低
コ

ス
ト
造
林
の
新
た
な
技
術
の
開
発
・
普
及

に
つ
い
て
も
一
層
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
本
年
三
月
に
発
生
か
ら
五
年

を
迎
え
る
東
日
本
大
震
災
の
被
災
地
で
は
、

東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
伴
う
避
難
指
示
の
一
部
が
解
除
さ
れ

る
な
ど
復
興
に
向
け
た
歩
み
が
見
ら
れ
る

も
の
の
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
へ
の

深
刻
な
影
響
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

関
東
森
林
管
理
局
と
い
た
し
ま
し
て
も
、

関
係
自
治
体
等
と
連
携
し
、
国
有
林
の
除

染
、
被
災
し
た
海
岸
防
災
林
の
整
備
や
ふ

く
し
ま
森
林
再
生
事
業
の
推
進
な
ど
を
通

じ
て
、
復
旧
・
復
興
に
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
り
ま
す
。

こ
う
し
た
多
岐
に
わ
た
る
役
割
を
担
っ

て
い
る
国
有
林
を
、
国
民
共
通
の
財
産
と

し
て
適
切
に
管
理
し
、
国
民
の
皆
様
か
ら

の
負
託
に
応
え
る
た
め
、
今
後
と
も
、
関

係
自
治
体
、
関
係
者
等
と
連
携
を
密
に
さ

せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
着
実
に
取
組
を

進
展
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
よ
り
一

層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

結
び
に
、
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
年
頭
の

ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平成２８年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３９号（２）

年
頭
の
ご
挨
拶



【
森
林
・
林
業
公
開
講
座
】

当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
一
般
の
方
々
に
森

林
・
林
業
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
を
目
的
に
毎
年
２
回
森
林
・

林
業
公
開
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
研

究
機
関
等
が
行
っ
て
い
る
試
験
研
究
で
身

近

な

話

題

と

し

て

情

報

発

信

が

出

来

る

も
の
の
ほ
か
、

当

セ

ン

タ

ー

職

員

が

セ

ン

タ

ー

の

取

組

課

題

等

の

成

果
発
表
を
行
っ

て

い

ま

す

。

【
研
修
生
・
視
察
等
の
受
入
れ
】

森
林
技
術
総
合
研
修
所
等
と
連
携
し
、

国
有
林
や
地
方
公
共
団
体
の
職
員
等
を
対

象
と
し
た
、

森
林
総
合
監

理
士
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ
研
修
、

森
林
施
業
技

術
研
修
、
森

林

の

育

成

（
基
礎
Ｂ
）

「
造
林
・
育

林
」
研
修
、

海
外
技
術
研

修
の
研
修
生

を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
交
通
基
盤
部
森
林
局
、

東
京
都
市
町
村
林
野
振
興
対
策
協
議
会
か

ら
の
研
修
視
察
を
受
け
入
れ
て
お
り
、
今

後
も
複
数
の
団
体
か
ら
の
要
請
が
あ
り
ま

す
。各

種
試
験
地
を
視
察
研
修
の
場
と
し
て

の
活
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
関
東
森
林
学
会
大
会
】

平
成
27
年
10
月
19
日
（
月
）
に
茨
城
県

水
戸
市
に

於
い
て
関

東
森
林
学

会
大
会
が

開
催
さ
れ
、

７
部
門
１

２
０
課
題

の
試
験
研

究
成
果
の

発
表
が
あ

り
ま
し
た
。

当
セ
ン
タ
ー

か
ら
も
民

有
林
へ
の
森
林
・
林
業
の
技
術
開
発
の
情

報
発
信
及
び
技
術
開
発
に
お
け
る
職
員
の

資
質
並
び
に
職
務
意
欲
の
向
上
に
も
資
す

る
こ
と
か
ら
、
取
組
課
題
の
発
表
を
行
い

ま
し
た
。

【
イ
ベ
ン
ト
参
加
】

茨
城
県
及
び
公
益
社
団
法
人
茨
城
県
林

業
協
会
の
主
催
で
「
グ
リ
ー
ン
フ
ェ
ス
テ

バ
ル
」
が
毎
年
開
催
さ
れ
、
今
年
度
は
、

茨
城
森
林
管
理
署
の
ご
厚
意
に
よ
り
合
同

で
展
示
ブ
ー
ス
を
開
設
し
、
当
セ
ン
タ
ー

で
取
り
組
ん
で
い
る
技
術
開
発
課
題
等
の

パ

ネ

ル

展

示(

コ
ン
テ

ナ

苗

等

含

む

）

を

行

い
ま
し
た
。

茨

城

森

林

管

理

署

が

出

店

し

た

丸

太

切

り
及
び
も
っ

く

ん

作

り

体

験

等

は

大

変

好

評

で
イ
ベ
ン
ト
終
了
ま
で
大
盛
況
で
し
た
。

【
試
験
地
の
調
査
】

当
セ
ン
タ
ー
が
継
続
し
て
調
査
研
究
を

行
っ
て
い
る
４
大
試
験
地
（
複
層
林
、
大

沢
、
渓
畔
、
高
齢
級
）
の
う
ち
、
本
年
は

大

沢

試

験

地

に
あ
る
11

調

査

プ

ロ

ッ

ト

の

植

生

調

査

（

モ

ミ

ジ

イ

チ

ゴ

や

ベ

ニ

シ

ダ

他

１

８

０

種

類

）

、

コ

ナ

ラ

・

ウ

ワ

ミ

ズ

ザ

ク

ラ

な

ど

の

高

木
性
更
新
木
の
調
査
、
胸
高
直
径
５
㎝
以

上
の
上
木
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（３）平成２８年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３９号

平
成
24
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
「
国
有
林
野
の
管
理
経
営
に
関
す
る
基
本
計
画
」
で

は
、
国
有
林
の
技
術
開
発
に
つ
い
て
、
民
有
林
へ
の
普
及
を
念
頭
に
林
業
の
低
コ
ス
ト
化

等
に
向
け
た
技
術
開
発
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
森
林
技
術
・
支
援

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
研
究
機
関
等
と
の
情
報
交
換
等
を
通
じ
民
有
林
へ
の
普
及
・
定

着
が
期
待
で
き
る
林
業
の
低
コ
ス
ト
化
等
に
向
け
た
技
術
や
手
法
の
実
証
試
験
等
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

な
お
、
当
該
年
度
の
技
術
開
発
課
題
の
取
組
状
況
や
こ
れ
ま
で
の
完
了
課
題
等
に
つ
い

て
は
、
当
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
そ
の
他
活
動
状
況
に
つ
い
て
の
情
報
発
信
等
を
い
く
つ
か
ご
紹
介
し
ま
す
。

森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
取
組
（
情
報
発
信
等
）



【
日
本
に
生
息
す
る

イ
ヌ
ワ
シ
の
現
状
】

イ
ヌ
ワ
シ
は
北
半
球
の
高
緯
度
地
域
に

広
く
分
布
す
る
大
型
猛
禽
類
で
、
６
亜
種

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
生
息
す
る
の
は
、
そ
の
中
で
最

も
小
型
の
ニ
ホ
ン
イ
ヌ
ワ
シ
で
す
。
小
型

で
あ
っ
て
も
イ
ヌ
ワ
シ
は
、
翼
を
広
げ
る

と
２
メ
ー
ト
ル
に
も
及
び
ま
す
。
翼
は
グ

ラ
イ
ダ
ー
の
よ
う
な
形
状
を
し
て
お
り
、

森
林
内
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、

草
原
の
よ
う
な
開
け
た
環
境
で
狩
り
を
行

い
、
主
に
ノ
ウ
サ
ギ
な
ど
の
中
小
動
物
を

獲
物
と
し
て
い
ま
す
。

日
本
の
イ
ヌ
ワ
シ
は
、
獲
物
を
発
見
し

捕
ら
え
る
た
め
に
十
分
な
空
間
が
存
在
す

る
高
標
高
域
の
草
原
な
ど
の
自
然
開
放
地
、

樹
木
と
樹
木
の
間
隔
が
広
い
成
熟
し
た
落

葉
広
葉
樹
林
、
伐
採
地
や
放
牧
地
な
ど
の

人
為
的
開
放
地
な
ど
で
狩
り
を
行
っ
て
い

ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
50
年
程
度
の
間
に
我

が
国
の
森
林
環
境
は
劇
的
に
変
化
し
ま
し

た
。
イ
ヌ
ワ
シ
が
狩
り
を
す
る
場
所
と
し

て
利
用
し
て
い
た
成
熟
し
た
落
葉
広
葉
樹

林
や
草
地
な
ど
が
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど

に
植
え
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
木

材
価
格
の
低
迷
な
ど
に
よ
り
人
工
林
の
ス

ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
伐
採
が
進
ん
で
い
な
い
た

め
、
イ
ヌ
ワ
シ
が
狩
り
に
利
用
で
き
る
場

所
が
激
減
し
、
現
在
、
イ
ヌ
ワ
シ
は
ま
さ

に
絶
滅
の
危
機
に
瀕
し
て
い
る
の
で
す
。

【
赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の

イ
ヌ
ワ
シ
の
調
査
活
動
】

群
馬
県
利
根
郡
み
な
か
み
町
の
国
有
林

「
赤
谷
の
森
」
を
舞
台
と
し
て
、
関
東
森

林
管
理
局
、
地
域
住
民
で
組
織
す
る
「
赤

谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
地
域
協
議
会
」
、
（
公

益
財
団
法
人
）
日
本
自
然
保
護
協
会
は
、

協
働
し
て
生
物
多
様
性
の
復
元
と
持
続
的

な
地
域
づ
く
り
の
実
現
を
目
指
す
「
赤
谷

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
は
、
赤
谷

の
森
に
生
息
し
て
い
る
１
つ
が
い
の
イ
ヌ

ワ
シ
を
森
林
の
生
物
多
様
性
の
豊
か
さ
を

指
標
す
る
野
生
動
物
と
し
て
、
そ
の
繁
殖

状
況
や
狩
り
を
す
る
場
所
な
ど
に
つ
い
て

20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
調
査
し
て
い
ま
す
。

【
赤
谷
の
森
の

イ
ヌ
ワ
シ
の
繁
殖
状
況
】

赤
谷
の
森
に
生
息
し
て
い
る
イ
ヌ
ワ
シ

ペ
ア
は
、
平
成
15
年
以
降
13
年
間
で
４
回

繁
殖
に
成
功
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
22
年

以
降
は
６
年
連
続
で
繁
殖
に
失
敗
し
て
い

ま
す
。
そ
の
失
敗
の
う
ち
２
回
は
、
巣
内

で
雛
を
育
て
て
い
る
期
間
（
巣
内
育
雛
期
）

に
巣
が
岩
棚
か
ら
落
下
し
た
こ
と
が
原
因

と
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
他
の
４
回
の
原

因
は
、
特
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
子
育

て
の
期
間
（
抱
卵
・
育
雛
期
）
に
食
物

（
獲
物
）
が
不
足
し
て
い
た
可
能
性
が
考

え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
る
と
、
赤

谷
の
森
に
は
、
繁
殖
活
動
を
維
持
す
る
た

め
の
イ
ヌ
ワ
シ
が
狩
り
を
す
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
は
、
最
低
限
確
保
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
十
分
な
環
境
が
安
定
的
に
は
確

保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
20
年
間
の
観
察
デ
ー
タ
に
基
づ
く

伐
採
地
の
創
出
】

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
赤
谷
の
森

の
イ
ヌ
ワ
シ
ペ
ア
を
20
年
間
観
察
し
た
デ
ー

タ
（
過
去
に
狩
り
を
行
っ
て
い
た
場
所
、

主
な
飛
行
ル
ー
ト
、
止
ま
り
場
所
等
）
か

ら
、
潜
在
的
に
狩
り
に
利
用
で
き
る
場
所

を
抽
出
し
、
そ
の
中
か
ら
、
特
に
多
く
の

獲
物
が
必
要
と
な
る
抱
卵
・
育
雛
期
に
利

用
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
、
営
巣
場
所

か
ら
近
い
人
工
林
を
対
象
と
し
て
、
試
験

地
を
設
定
し
、
伐
採
（
２
㌶
程
度
の
小
面

積
の
皆
伐
）
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。

平
成
27
年
８
～
10
月
の
間
、
こ
れ
ら
の

人
工
林
の
う
ち
２
㌶
の
ス
ギ
人
工
林
を
皆

伐
し
、
伐
採
し
た
丸
太
を
搬
出
し
て
伐
採

地
を
創
出
し
ま
し
た
。

【
伐
採
地
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
】

今
回
創
出
し
た
伐
採
地
を
イ
ヌ
ワ
シ
が

狩
り
場
と
し
て
利
用
す
る
か
ど
う
か
、
通

年
に
わ
た
り
調
査
し
て
い
ま
す
。
伐
採
地

の
対
岸
か
ら
双
眼
鏡
や
望
遠
鏡
を
使
い
、

イ
ヌ
ワ
シ
の
行
動
を
観
察
し
て
い
る
の
で

す
。

平成２８年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３９号（４）

イ
ヌ
ワ
シ
が
狩
り
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
の
創
出
試
験
の
状
況
報
告

計
画
保
全
部

計
画
課



現
在
の
と
こ
ろ
（
平
成
27
年
12
月
20
日

時
点
）
、
伐
採
地
で
イ
ヌ
ワ
シ
が
狩
り
に

成
功
し
た
様
子
は
ま
だ
確
認
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、
伐
採
地
の
上
空
で
獲
物
を
探
し

て
い
る
様
子
や
、
伐
採
地
を
見
渡
す
こ
と

が
で
き
る
場
所
で
長
時
間
止
ま
っ
て
い
る

様
子
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
試
験
の
実
施
過
程
と
成
果
を
、
絶

滅
の
危
機
に
あ
る
全
国
の
イ
ヌ
ワ
シ
の
生

息
環
境
の
向
上
に
役
立
て
る
た
め
、
多
様

な
主
体
（
林
野
庁
職
員
、
専
門
家
、
自
然

保
護
団
体
、
地
域
住
民
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

民
間
企
業
等
）
の
連
携
に
よ
り
、
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
を
実
施
し
て
い
く
と
と
も
に
、
そ

の
成
果
を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
取
組
の
様
子
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

人
気
番
組
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
！

生

き
も
の
新
伝
説
」
の
取
材
チ
ー
ム
が
追
跡

取
材
中
で
す
。
撮
影
さ
れ
た
映
像
が
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
番
組
と
し
て
放
送
さ
れ
る

の
に
は
し
ば
ら
く
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、

と
て
も
興
味
深
い
番
組
と
な
る
こ
と
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
楽
し
み
に
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

（５）平成２８年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３９号

【伐採地を見渡せる場所で止まり獲物を探すイヌワシペア】

（撮影者：上田大志氏、撮影日：平成27年11月７日）

【今回創出した伐採地（伐採前は２㏊のスギ人工林）の状況】

【
「
ダ
ー
ウ
ィ
ン
が
来
た
！
」
の
取
材
】

（
撮
影
日
：
平
成
27
年
10
月
３
日
）

赤
谷
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
猛
禽
類
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー

プ
座
長
の
山
﨑
亨
氏
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
取
材
チ
ー
ム
か
ら
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
て
い
る
様
子



郡
山
森
林
事
務
所
は
、
福
島
県
の
中
央

部
に
位
置
し
て
い
る
郡
山
市
の
東
部
の
一

部
を
除
い
た
８
，
９
６
３
㌶
の
国
有
林
を

管
理
し
て
い
ま
す
。

当
部
内
は
、
海
抜
２
４
５
㍍
の
安
積
平

野
ま
た
は
郡
山
盆
地
と
呼
ば
れ
る
平
坦
地

を
中
心
に
、
西
高
東
低
地
形
で
西
部
は
日

本
海
側
で
あ
る
猪
苗
代
湖
南
に
接
し
、

東
部
は
阿
武
隈
高
地
、
北
は
安
達
太
良
山

頂
に
達
し
て
い
ま
す
。

郡
山
市
の
森
林
面
積
３
９
，
８
３
４
㌶

（
総
面
積
の
５
３
％
）
の
う
ち
国
有
林
が

９
，
８
８
９
㏊
（
小
野
町
森
林
事
務
所
管

轄
分
９
２
６
㌶
を
含
む
）
で
約
２
５
％
を

占
め
て
い
ま
す
。
山
系
は
、
安
達
太
良
山
・

額
取
山(

ひ
た
い
と
り
や
ま)

（
別
名
安

(

あ)

積(

さ
か)

山(

や
ま)

）
が
南
北
に
走

り
多
く
の
登
山
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

市
街
地
は
、
栃
木
県
宇
都
宮
市
と
宮
城

県
仙
台
市
の
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、
東

北
新
幹
線
・
Ｊ
Ｒ
東
北
本
線
・
東
北
自
動

車
道
・
国
道
４
号
で
繋
が
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
西
（
日
本
海
側
）
の
会
津
若
松

市
や
新
潟
市
と
、
東
（
太
平
洋
側
）
の
い

わ
き
市
へ
は
、
磐
越
自
動
車
道
や
Ｊ
Ｒ
磐

越
西
線
・
磐
越
東
線
お
よ
び
国
道
49
号
で

移
動
す
る
事
が
可
能
で
あ
る
た
め
、
東
日

本
の
交
通
の
十
字
路
と
な
っ
て
い
ま
す
。

当
部
内
で
特
徴
的
な
の
は
、
猪
苗
代
湖

を
取
水
口
と
し
て
国
有
林
内
の
地
中
を
北

か
ら
南
へ
と
疏
水
（
そ
す
い
）
が
走
っ
て

い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
疏
水
は
安(

あ)

積

(

さ
か)

疏
水
と
よ
ば
れ
て
い
ま
す
。

郡
山
市
は
、
水
利
が
悪
い
地
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
明
治
時
代
に
職
を
失
っ
た
士

族
を
入
植
さ
せ
猪
苗
代
湖
か
ら
疏
水
を
開

削
し
た
そ
う
で
、
士
族
の
中
に
は
久
留
米

や
岡
山
、
土
佐
、
鳥
取
な
ど
の
各
藩
か
ら

実
に
延
べ
８
５
万
人
の
人
々
が
携
わ
り
、

１
２
７
㎞
の
水
路
工
事
を
僅
か
３
年
で
完

成
さ
せ
た
そ
う
で
す
。
現
在
で
も
農
業
用

水
・
工
業
用
水
・
水
力
発
電
・
飲
用
水
に

用
い
ら
れ
人
々
の
生
活
の
糧
と
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
当
部
内
に
お
い
て
は
、
平
成
27
年

２
月
に
郡
山
市
・
郡
山
市
森
林
組
合
・
竹

ノ
内
森
林
再
生
事
業
組
合
及
び
当
署
の
４

者
で
、
森
林
整
備
推
進
協
定
書
を
締
結
し

共
同
施
業
団
地
を
設
定
し
ま
し
た
。
今
後
、

協
定
者
が
連
携
し
て
民
有
林
と
国
有
林
の

効
率
的
か
つ
安
定
的
な
林
業
経
営
の
基
盤

づ
く
り
に
必
要
な
路
網
の
整
備
と
森
林
の

整
備
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。協

定
地
域
は
、
郡
山
市
熱
海
町
安
子
島

地
内
の
森
林
面
積
１
１
６
６
㌶
で
民
有
林

１
５
８
㌶
・
国
有
林
１
０
０
８
㌶
と
な
っ

て
お
り
、
国
有
林
の
中
に
民
有
林
が
所
在

す
る
地
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
は
、
平
成
28
年
度
か
ら
民
有
林
・

国
有
林
と
も
林
業
専
用
道
等
の
作
設
に
着

手
す
る
予
定
で
あ
り
林
業
経
営
の
基
盤
づ

く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

今
後
も
よ
り
一
層
協
定
者
と
連
携
を
深

め
民
・
国
一
体
と
な
り
、
こ
の
協
定
の
目

的
達
成
に
向
け
た
取
り
組
み
が
重
要
に
な
っ

て
き
ま
す
。

ま
た
、
郡
山
市
の
担
当
者
の
中
に
は
、

林
野
か
ら
の
出
向
者
も
お
り
、
お
互
い
協

力
し
民
国
の
連
携
が
よ
り
よ
い
も
の
に
な

れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

平成２８年１月１日 関 東 森 林 管 理 局 第１３９号（６）
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